
 

 

 

 

第５４回香川県環境審議会計画部会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月６日（木） 



日 時 令和７年２月６日（木） 午後１時３０分～午後２時３０分 

場 所 香川県社会福祉総合センター７階第１中会議室 

出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県環境審議会計画部会委員（７名） 

 

委員 久 保   月   株式会社 tao.代表取締役 

委員 十 河 久美子   ＪＡ香川県女性部副部長 

委員 寺 林   優   香川大学創造工学部教授 

委員 中 橋 惠美子   香川県各種女性団体協議会会長 

委員 藤 本 智 子   弁護士 

委員 増 田 拓 朗   香川大学名誉教授 

委員 吉 田 英 子   香川県商工会議所女性会連合会副会長 

 

事務局（２０名） 

 

環境森林部          部長   秋山 浩章 

次長   石井 一暢 

環境政策課          課長   石川 史郎 

               副課長  井上 嘉久 

               課長補佐 山野 憲彦 

               課長補佐 廣田 章臣 

カーボンニュートラル推進室  室長   佐藤  敏幸 

               室長補佐 中野 良亮 

環境管理課          課長   中西 正光 

森林・林業政策課       課長   神高 洋一 

みどり保全課         課長   福家 裕司 

               副課長  松尾 直睦 

               課長補佐 芳重 博光 

               課長補佐 冨田 耕司 

循環型社会推進課       課長   河本 明久 

               副課長  富田 康志 

主幹   茂中 浩司 

課長補佐 黒田 健二 

               副主幹  長谷川 慶 

主任   長谷川 元 



欠席委員 委員 一 色 玲 子   香川大学教育学部准教授 

委員 片 山 仁 子   おたがいさま高松代表 

委員 川 上 り 彩   香川県公立小・中学校女性校長会会長 

委員 久米川   啓   香川県医師会会長 

委員 谷 川 俊 博   香川県町村会会長 

委員 原   直 行   香川大学副学長/経済学部教授            

議 題 （１）現状と課題及び指標の推移について 

 ①香川県環境基本計画 

②香川県地球温暖化対策推進計画 

③香川県廃棄物処理計画 

（２）次期計画の策定方針（案）について 

（３）今後のスケジュールについて（予定） 

報告事項 香川県産業廃棄物処理等指導要綱の一部改正（案）について 

会議資料 （１）第５４回香川県環境審議会計画部会（議題資料）（資料１） 

（２）第５４回香川県環境審議会計画部会（報告資料）（資料２） 

（３）令和６年度県政世論調査結果（資料３） 

（４）次期計画の策定方針（案）（資料４） 

会 議 録 

署名委員 

久保 月 委員 

十河 久美子 委員 

議事の概要 議題（１）について 

 「香川県環境基本計画」、「香川県地球温暖化対策推進計画」及び「香川県

廃棄物処理計画」に基づく施策の状況から、現状と課題及び指標の推移につ

いて説明するとともに「令和６年度県政世論調査結果」について報告した。 

 

議題（２）について 

 「香川県環境基本計画」、「香川県地球温暖化対策推進計画」及び「香川県

廃棄物処理計画」の次期計画の策定方針について説明した。 

 

議題（３）について 

 今後の環境審議会計画部会の審議スケジュールについて説明した。 

 

報告事項について 

 香川県産業廃棄物処理等指導要綱の一部改正（案）について説明した。 
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第５４回 香川県環境審議会計画部会 議事概要 

司会 

(井上副課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋山環境森林

部長 

 

司会 

(井上副課長) 

 

増田部会長 

 

司会 

(井上副課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増田部会長 

 

 

 

 

 

 

 

会議に入ります前に、委員の皆様方に御報告がございます。 

当審議会は、原則公開となっており、本日の審議会計画部会の開催を一般に

周知いたしましたところ、傍聴希望者はおられないことを御報告申し上げます。 

また、本日の会議につきましては、環境配慮の観点から、ペーパーレスで開

催させていただきたいと考えております。そのため、資料につきましては、お

手元にあるパソコンまたはスクリーンを御覧いただければと存じます。御協力

のほどよろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまから第54回香川県環境審議会計画部会を開催いたします。

開会にあたりまして、秋山環境森林部長から御挨拶を申し上げます。 

 

 （部長あいさつ） 

 

  

引き続きまして、増田部会長から御挨拶をいただきたいと存じます。 

 

 

（部会長あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

本日御出席いただいております委員の皆様方の御紹介をすべきところではあ

りますが、時間の都合もあり、事前に出席者名簿をお配りさせていただいてお

りますので、恐れ入りますが割愛させていただきます。 

また、本日、御都合により一色委員、川上委員、久米川委員、谷川委員、原

委員、片山委員が欠席でございます。本日出席いただいております委員は 13 名

中７名で、香川県環境審議会条例第７条第２項に定められております委員の２

分の１以上の出席という開会の定足要件を満たしておりますことを御報告申し

上げます。 

それでは、これからの議事の進行につきましては、香川県環境審議会条例第

７条第１項の規定により、増田部会長に議長として議事進行をしていただきた

いと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

 それでは私の方で会議を進めさせていただきます。 

まず、議題に入ります前に、本審議会の運営規定第４条第２項により、本日

の会議録に署名していただく委員さんを指名させていただきます。 

これまでの審議会等での署名の状況等を勘案いたしまして、今日は久保委員

さんと十河委員さん、お願いいたします。 

それでは議事を進めて参ります。 

本日の議題は、令和７年１月 14 日付で知事から本審議会に諮問を受けました

香川県環境基本計画、香川県地球温暖化対策推進計画、香川県廃棄物処理計画
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石川環境政策

課長 

 

佐藤カーボン

ニュートラル

推進室長 

 

河本循環型社

会推進課長 

 

増田部会長 

 

 

 

寺林委員 

 

 

 

 

 

河本循環型社

会推進課長 

 

 

 

 

寺林委員 

 

 

河本循環型社

会推進課長 

 

藤本委員 

 

 

 

の策定に関する現状と課題及び指標の推移、それから次期計画の策定方針案の

３件であります。 

それでは事務局から説明お願いいたします。 

 

 

 

 

 

（資料１、３、４により、議題（１）～（４）を説明） 

 

 

 

 

 

 ありがとうございました。議題につきまして、現在の計画の課題進捗状況、

それから次期計画の策定方針、今後のスケジュール、ちょっと盛りだくさんの

説明をいただきましたけれど、何か御質問、御意見をお願いします。 

 

御説明ありがとうございます。たくさんあり過ぎて消化しきれないのですけ

れども、１点お伺いしたいのは、廃棄物でその減量化とかあるいはリサイクル

率を数値目標に挙げておられますけれども、廃棄物を例えば再生エネルギーと

して利用する場合がありますが、そういうのはどこかで評価されているのでし

ょうか。 

 

今の計画の中では特に評価しているものはございません。排出量から減量化

で減っていくのがいくらあるか、それとリサイクルに回るのがいくらあるか、

燃やした後の最終処分がいくらか、資料に書いてあったような指標で現状とら

えておりまして、燃やした中で熱回収に回っているのがいくらかというのは、

今の計画の中ではございません。 

 

それは現在はやってないですけども将来はやる可能性、計画があるのでしょ

うか。例えばブルーカーボンとか代替っていうことでありますよね。 

 

今の数字の取り方がマニフェストなどを参考にした数値で積み上げています

ので、難しいのかなと思っております。 

 

少し教えていただきたいのですけれども、まず６ページ、７ページの指標実

績のところなのですが、60％以上でＡというふうにされていたその根拠がちょ

っとよくわからなかったのですけれども、この 60％ぐらいであれば、令和 7年

度には達成可能っていう、そういう評価なのかどうかというところ。 
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石川環境政策

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして２点目が、通常ＡＢＣＤって前回の評価を見て、ＢＣが少し減ってき

てＡになったのであれば、進捗が進んでいるのかなと思うのですけど、円グラ

フとかを見てどういうふうにこれを進んでいると見ればいいのかどうかってい

うのがちょっとよくわからなかったので、前回と比べてどうだったのか、どう

いうふうに受けとめられているのかっていうのを教えていただければと思って

おります。 

あと２点ほどあるんですけれども、35 ページのところで、県民の意見を聞き

ながら今後進めていくというような、①のところで県民の意向をふまえて、と

いうふうにあったと思うんですけれども、これについて、できましたら今後環

境を担うであろう若い世代、18 歳以上のアンケートはとられていたと思うんで

すけれども、もう少し若い世代のアンケートもとってみて、若年層の意向って

いうのを少し反映してみてはいかがかなと思いました。 

最後なんですけれども、プラスチックゴミなどということが 35ページのとこ

ろでも書かれてあったと思うのですが、新しい環境問題っていうのは恐らく今

後、目覚ましく知らない知識みたいなのが出てくると思うので、抽象的なカテ

ゴリーみたいなもの、つまり指標にはちょっとなかなか表せることはできない

んですけれども、おそらく出てくるだろう抽象的なカテゴリーみたいなものを

残しておいていただいた方が今後の対応になるのかなと。例えば今回みたいに

プラスチックごみっていうのが新しい問題として出たとしても、この計画の中

では絶対に書かれていないので、なかなかこう数字が表せないのかなと思った

りもしますので、少し難しい提案なのかもしれないんですけれども、何とかそ

ういう新しい問題にも迅速に対応できるような、そういうカテゴリーも残して

おいていただければと思いました。 

 

はい、どうもありがとうございます。 

まず６ページの環境指標のところでございますけれども、説明が不十分で申

し訳ございませんでした。60％の基準についてなんですけれども、今回５ヵ年

の計画ということで、５年後の目標を設定しているということで、１年目であ

れば 20％、２年目であれば 40％、３年であれば 60％という基準で設定しており

まして、今回３年目ということで 60％を達成しましたら令和７年度に向けて

100％が望めるのでないかということで、選定しているものとなっております。 

それからＡからＤ評価の移動についてなんですけれども、委員御指摘のとお

りでございます。手元にはその移動の資料がございませんので、また、改めま

して御報告とさせていただければと思います。 

それから２点目の若い人たちの意見を聞くというところでございますけれど

も、こちらにつきましては、今回の世論調査では拾いきれてない部分ともいえ

るかと思うんですけれども、今現在、県の方でも環境学習とか環境教育という

ことで、学校に向けていろいろな環境に関するものの説明に回っているところ

でございます。そういった中で、アンケートをとったりしておりますし、また

環境学習会ということで、毎年７月に実施している環境イベントもございまし
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増田部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河本循環型社

会推進課長 

て、そちらの方も家族連れの方が多く参加していただいておりますので、そち

らでもアンケートをとったりしてございますので、そういった意見を集約しつ

つ、次の計画策定に向けて検討して参りたいと考えております。 

それから３点目の新たな課題が今後出てくるのではないかということですけ

れども、こちらにつきましても、現在策定案ということでお示しさせていただ

いておりますけれども、これも考えていきながら、実際に骨子案ですとか素案

を作っていく段階に当たりましては、そういった抽象的といいますか幅広いと

ころを拾えるような形での表現といいますか、考え方ができるかどうかにつき

まして、検討してまた御相談させていただけたらというふうに考えております。 

以上です。 

 

他にございませんでしょうか。 

すいません、私から１つ。16 ページ 30 番の指定希少野生生物の指定種数。こ

れを決めるときにどういう議論だったかちょっと忘れちゃったんですけれど、

数が増えればいいんじゃないですよね。むしろ逆に、なんていうか、希少生物

が少なくなることは実際には無理だと思うんですけどね。だから、これはこれ

として、指定されている希少野生生物の保全に関してどんな取組みをしている

かみたいなことも対策として挙げていただいたらどうかと思います。 

アンケートをやられて満足度と重要度、これは前回も申し上げたと思うんで

すけれども、相対的な評価で５段階に分けてますが、重要度は皆高いんですよ

ね。満足度が低い、４を超えているものはないような状況で、総括するときに

相対的に重要度が低いみたいですけれど、重要度はあまり高くないと考えてい

るみたいなまとめ方をされると、いや全部３．７を超えているんじゃないかと。

だから、重要でないと思われるし、満足度が高いって言っても実は３．５か４

超えているものはないんですかね。だからそういう意味では平均値を出してお

られますので、重要度としては相対的に見ればほとんどすべての項目でやっぱ

り重要だと考えていると。満足度に関しては高いものでも４を超えないみたい

な、というような、まず全体の総括をした上で、相対的に見るとこういう傾向

があるみたいなまとめ方をしていただいた方が、これは満足度があまり高くな

いとか、重要度があまり高いとか感じてないみたいな総括のされ方は望ましく

ないんじゃないかと思います。 

 

他の委員の皆さん、どうでしょう。よろしいでしょうか。 

はい、それではまだあと２年間ありますので、計画の実施について取り組ん

でいただければと思います。 

それでは次の報告事項ですね。香川県産業廃棄物処理等指導要綱の一部改正

案について、事務局から御説明をお願いします。 

 

 （資料２により、報告事項を説明） 
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増田部会長 

 

 

 

藤本委員 

 

 

 

河本循環型社

会推進課長 

 

藤本委員 

 

 

河本循環型社

会推進課長 

 

 

 

増田部会長 

 

吉田委員 

 

河本循環型社

会推進課長 

 

増田部会長 

 

 

 

 

 

 

 

石川環境政策

課長 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

ただいま御説明いただきましたが、何か御質問ありましたらお願いいたしま

す。 

 

県外産廃を原則禁止すると書いてありますが、「エ」に該当する場合だけ県外

産廃の搬入を可とするということでしょうか。説明のあった「ア～ウ」につい

ても認めるということでしょうか。 

 

従来から認めている「ア～ウ」については引き続きで、今回、大規模開発へ

の備えということで、新たに「エ」を追加することを考えています。 

 

より公正性や透明性を確保するためとの説明がありましたが、それはどうい

うことですか。 

 

現在の指導要綱では、「やむを得ない理由がある場合」として記載しています。

この「やむを得ない」というのが、どういったものであるかということを、次

の要綱では、「ア～ウ」として明文化することにより、公正性や透明性を確保し

たいという趣旨です。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

現在、県内に安定型最終処分場はあるのでしょうか。 

 

現在、安定型最終処分場というのは、県内にございます。 

 

 

今後、「新たに許可を取得予定」ということであるから、対象となるのは、そ

の時に審査するということでしょう。慎重に取り組んでいただけたらと思いま

す。 

他に御質問、御意見ないでしょうか。 

それでは特に他に御質問、御意見ないようですので、本日はこれで議事を終

了させていただきます。 

事務局から何か連絡事項ありましたらお願いします。 

 

事務局の方から連絡事項です。 

先ほど今後の部会等のスケジュールにつきまして御説明させていただいたん

ですが、次回の計画部会、5月に開催を予定しています。追って日程調整をさせ

ていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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司会 

(井上副課長) 

はい、以上をもちまして、香川県環境審議会計画部会を終了いたします。 

本日は委員の皆様方、長時間にわたり御審議ありがとうございました。 

 

 

会  長                       

 

 

署名委員                       

 

 

                             


